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秋を訪ねて
10月例会
10月の例会として久しぶりに(昨年 11
月以来)山之内に出かけました。「ロウソク」

を作ると聞き「内子の和蝋燭」をイメージ

してしまった私たちのような素人につくれ

るのかと心配していたら「ミツロウ」との
こと。「はて『ミツロウ』とは?Jとたずね
てみると、蜂の巣から蝋をとり蝋燭を作る

そうだ。清々しい秋空の下、 6人ででかけ
ました。現地に着くと、すでに準備ができ、

「蜜蝋作りの先生」渡部浅次ご夫妻が待っ

ていてくださいました。挨拶もそこそこに

「蜜蝋作り」を見せてもらうことになりま

した。(ご夫妻の畑で焼きたてのとうきびを
頬張りながら)

材料はこの山にいる蜂(地蜂)の巣から
蜜を採った後の巣を使います。六角形に整

った乳白色の巣にはまだ蜜が残っていて、
それを頬猿ると濃厚で香しい甘さが口いっ
ぱい広がり市販の蜂蜜とは全く違った味に

驚きました。作る手順は下記の通りです。
1)蜜を採った後の巣を熱湯で溶かす;
2)浮いてきたゴミをすくいとる。
3)鍋を火から下ろし表両に固まったロウ
を集める。

4)集めたロウを玉じゃくしで溶かす。

5)あらかじめ三つ割りにした竹筒に芯入
れロウを流し入れ紐で縛る。

6)冷やし固まった蝋燭を取り出す。

できあがるまでには、木々の聞からは気

持ちのよい風にさそわれてか4-5種類の
蝶が飛んできたり、蛇やトカゲも出てきた
りと、にぎやかな「蜜蝋っくり」となりま
した。

お昼は、蜜蝋作りにも使った、渡部さん

たち有志の方々がここの木を使って焼き上

げた炭を使い心づくしのバーベキューをい

ただきながら楽しいひとときを過ごし、ご

夫妻をお見送りしました。
その後、「泉の絵はがきの収益利用をどう

するか」について話し合い、泉の絵はがき

を印刷し、町内の全世帝か町内の小中学校

の児童・生徒に配布してはどうかとの意見
が出され、 11月例会で具体的に話し合うこ
とにしました。

今(12月になって)、あのH作っていた
だいた黄色の蝋燭をともしています。

次の講師は犬伏さん

1 1月例会
11月21E:I (土)町民会館にて
1> 1994年に三ヶ村泉の絵ハガキを作っ
て、 1部 350円で販売しました。その収益
金が28万円あります。これでまた絵はがき
を印刷LJ..，て、今度は重信町場かの小中学生
に無 、配ろうということになりました。
まずは、各小中学校にお願いに行ってもよ

いかどうかを町の教育委員会にお聞きしま

した。今はその返事待ちの状態です。もし

教育委員会や各小中学校の理解が得られて
配布することになれば子供向けにちょっと

した説明書きを添えたいのでその文面をみ
んなで話し合って作りました。絵はがきが
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出会い塾が 10回目に
なった。この座談会は子
ども達がゆっくり対話で
きる場を作ろうと思って
始めた。今までに来て下
さったゲストは海外青年
協力隊 OB、新聞記者、
南米の遺跡を旅行してき
た人、そしてアメリカ・
オーストラリア・中国・
インド・グルジアの人達
だ。皆、自分の考えをし
っかり持ったすてきな人
達だった。子ども達に「必
ず a言はしゃべりましょ
う」と言ってあるが、大
人の心配をよそに、話が
はずんで時間内におわっ
たためしがない。その姿

子供たちと
を見ると、了・ども達はた
とえ言葉たらずでも体全
体で感覚的にゲストや他
の参加者達と交信する能
力を持っているように思
う。大人ももちろんゲス
トの持つ豪かな世界にふ
れて日常の生活から少し
離れた空気を楽しめる。
座談会の帰り道にはやJと
なく気分が元気になって
I人ってまだまだ捨てた
もんじゃなLリと思う。
私が子供の頃は田舎だ
ったせいもあって、周り
はほとんど農家だった。
職業なんていっても農業
と教師、それに警察官と
医師がちらほらという程
度だった。それでも近所
には職業不明瞭なお兄さ
んがいて、まったけ採り
の話をしてくれたり、い
つも同じ所に座っている
おばあさんが、狸に化か
された男の話をしてくれ
たりした。どれも役に立
ちそうな話ではなかった
が結構楽しかった。
ああ、この人はこうゅ
うことが好きなんだなと
か、このおばあちゃんに
も若い頃があったんだと
かぼんやり考えていた。
それもあって、今子供達
がゆっくりと話を聞いた
りしゃべったりする場を
作ってみたいと思うよう
になった。生身の人間と
対話することがこんなに
も楽しくて充実した気分
にさせるものかと思う。
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印刷されたら 6まいのセットを組んで封筒
に入れる作業がありますから、みんなの都

合のいい日を決めて集まることにしまし
た。

2>前々から井戸端便りの作成について
もう少し上手に作りたいという希望があっ

たので今回の「出前朝日j に申し込みまし
た。運良く来てもらえることになったので

新聞の記事をみんなで手分けして書くこと
にしました。締め切りは12月5が菊地まで。
「出前朝日JJのパスが来るのは 12月 14
日午後1時、場所は町民会館(婦人室)で
す。

3> 10回目の出会い塾は 12月26日(士)
夜 7時から 8時半です。今回は建築家で民
家研究家犬伏さんをお呼びしています。イ
タリアとドイツのスライドとお話です。

お
知
ら
せ

に挑戦してみませんか。ヒラさんは

インド人、ご主人はパングラディッ

シュの方、日本の空気の中で作るカ

レーは3カ国の味がするかもしれ
ません。手作りカレーを食べなが

ら、新年会。ワクワクしますね。材

料などの手配もありますので出席

の万は 1月25日までに林までご連
絡ください。

1月30E:I (土)9時半ーから総会
を聞きます。(会計報告、今年度の

活動計画等)

場所は町民会館調理室です。

総会の後はお馴染みのヒラさん

の指導のもと本格的インドカレー

大交交編集後記交交交

今回の井戸端だよりは、朝日新聞

の新聞作り出前教室「出前朝日」の

ご協力により完成しました。最新機

器を使って、いい勉強になりまし

た。朝日の皆さん、ご苦労様でした。
女ヲIt- * 
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こんなことしてます!

異文化と

付き合う
東予のある商工会議所で 10月末から行
われた中国人研修生の日本語研修を担当し

た。 1日6時間、 10日間コースの集中講座
だった。

事前に聞いていた話では、「全然日本語は

できませんよ」ということだったが、ふた

を開けてみれば初日のテストで、ひらがな・
カタカナの読み書きはもちろんのこと、初

級の文法項目もある程度は理解しているこ
とがわかった。

36名ということで、テストとインタビュ
ーの結果で、 2クラスに分け、一方を運用
.応用力養成クラスと位置づけ進めた。

どちらのクラスも活気にあふれ、その熱
気にこちらが圧倒されそうになる程だっ

た。商工会議所の人の話では、巌近日本へ

来たがる研修生の数が増え、それで、競争

率も高くなり、日本語も一生懸命勉強して
くるのかもしれないとのこと、実際には中
国で同種の工場で働いている人ということ

なのに、中には役所勤めの公務員や、職業
訓練所の先生が混じっていたりすることも

あるとのこと、大卒の人も珍しくないとの
こと。日本語研修のあの集中力と習得力の
すごさは、いろいろな事情を反映している

ものらしい。

研修はとりあえず1年の予定で、その間
工場で実務研修し、会社から 5~6 万円支
給されるらしい。 1年研修が終わったとこ
ろで、本人が希望し研修先が認めれば今度

は17万円ぐらいの給料がもらえるという
ことだ。だいたい半数くらいの人たちは日
本に2年いるという。
中国側は、日本に研修生を送り込めば送

り込むだけ、お金が入る仕組みになってお

り、もっと研修を受け入れる業種を増やす
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ょう庄力をかけているそうだ。

今回の研修で感じたことは多くあっ

た。この36名の中国人研修生は実に元
気がよく、活気に満ちていた。エネル

ギッシュで遅しい。国民性なのか、た

またまここに集まった人がそうなのか

は分からないが、教える側としては実
に心地よいパワーであった。反応が早
い、声が大きい、ユーモアに富んでい

る、話題に発展性がある、いろいろ教

えられることも多かった。

往復3時間の道のりはきっかった
が、 6時間の授業は疲れるというより
は、心地よい充実感でいっぱいであっ
た。

彼らが、今後研修先で、この授業の

時のように元気で、生き生きと研修し
てくれることを期待する。決して安価

な労働力として扱われるのではなく、
いろいろなものを身につけて中国に帰

り、日本との架け橋になってもらいた

いものである。

植物園との出会い
わが家に庭には、四季折々な花が咲く。
こう書くと、手入れの行き届いた庭のよう

だが、実際は、限られた植木鉢と、数種の
野菜以外はほとんど手入れもせず、こぼれ

種や、烏や風が運んできた稀ーが、運良く発
芽し、このところの異常続きの天候にもめ
げず、開花にこぎつけたら、というまさに

“運まかせのガーデン"である。最近流行
のガーデニングとはほど遠いが、私には、
この空間が妙に落ちつける。こんな私にも、

春先と夏の終わりには、申し訳程度に革ひ

きもするが、小さな芽を見つけると“何か

になるかもしれない"そう思ってしまって

ほとんど抜けない。そんな草から色々な

可憐な花が咲く。ほとんどが名前もわから
ないまま季節が過ぎていくが、可憐な薄桃
色の小さな花の名前が“ママコノシリフキ"
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ボランティアと
行政

最近、ボランティアと
いう言葉をよく耳にす
る。そして様々な被災地
に仕事や学校を休んで駆
けつける人達の姿をテレ
ビなどでよ三目にする。
その優しさを行動力には
頭が下がる。しかし、 一
方で、どうしてこんなこ
とでボランティアに頼ら
なければならないのかと
思うような場面も少なく
ない。必要な所に.必要
なだけの人員 と予算を配
することが、行政の大切
な仕事ではないのか、と
思ってしまう。私達は、
最前の努力を前提に、そ
れぞれ弱い立場になった
時は、不安を持たずに生

活できる為に税金を納め
ている、と思いたい。 天
災にあ〉こと、不自由を持
って生まれてくること、
老いること、どれもこれ
も誰にも責任はない。に
もかたわらず、そうなる
ことを不安を持たない人
はいないと思う。"不自由
と不幸は同意語ではな
い"。心からそう思える社
会なったとき、ボランテ
ィアという言葉も今ほど
耳にしなくなるに違いな
b 、。

だと知ったときは驚いた。

そんな花を描けたら、と思っていたとき

白形さんのボタニカルアート教室が開講さ

れ、さっそく入会した。彼の筆先からは次

々に、清々しい“花"が生まれ出す。白形

さんは毎回、繰り返す。
“上手に描こうとしないこと"“テクニッ
クで絵を処理しようとしないこと"“しかし

上手に描きたい"“テクニックを覚えたい"
からなかなか抜け出せない。多くの人が、

白形さんの絵を見て、ホッと心和むのは、

彼の自然に対する優しさが伝わってくるか

らに違いない。そんなことを考えながら、
今日も“何か"を探して、庭に出て、ネギ

をかきわけ、生茂ったアスパラを持ち上げ
て、目を凝らしている私の傍らで蝶が遊ん

でいる。

このところ干ムがはまっている

ものは「ぽんしん」。地方によって

は「でんちJともいうが、ょうする
に「袖なしの綿入りはんてん」のこ

とだ。 87歳の私の母親が作ってく
れる。今や、わが家は夜になると全

日
々
雑
感

員がこれを着ている。なんといって

も軽いのがー苔の魅力。かといって

フワフワと体から浮くでもなく、反

対にベタリとくっつくわけでもな

く、ちょうどいい距離でなじんでく

れる。 40~ 50年前の父や母や祖父

母の着ていた着物をほどいて作る

ので、なんとも柄の古めかしいのは

仕方がない。家族でこれを着ている

と、何かこう江戸時代の農民になっ

たような気がしてくる。これでワラ

ジをはいてクワでも持てばできあ

がり、そのまま時代劇だ。それでも

天然素材の木綿と綿は、体にやさし

い。私も年をとったら、この「ぽん

しん」を作って、娘や孫や近所の人

達にあげるのを、生き甲斐にしよう

と思っている。
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